
未知の言語の表記

射l川I I.,一・l;

初めての言語に接した時にどのように反応するか、大抵の人間は、自分の(第-)

言語に引きつけ、その枠内で捉えようとする。書記手段を持っていれば、それで記

録しようとする。当該言語の文字を学習するまえはもちろんのこと、その途中、そ

の後においてもこれは続くことが多い。広く言えば母語の干渉である。言語習得上

の理想としては避けられるべき事柄かもしれないが、現実問題としては排除できな

い面がある。そうであれば、過渡的現象としてでも積極的位置付けをするのが有益

ではあるまいか。見方を変えれば言語の対照研究に恰好の資料を提供するとも言え

る。また、外国人によって残された日本語に関する資料も、日本語史の資料として

だけ見るのではなく、このような観点からの見直しも可能であろう。

以上のような考えのもとに、今回ささやかな試みを行った。日本語・日本文化を

専攻する、韓国からの留学生(釜山市出身、男)に(その人には)未知の「沖縄語」(I)

を-ングルで書き取ってもらい、その結果を分析し、考察しようというのである。

まず、次のように作業を行った。意図を説明し、 「日本語なのだが、聞いたことの

ない言葉であろう。意味は考えずに、聞いた通りに-ングルで表記してもらいたい」

と頼む。一通り終わったあと、 -ングル表記にしたものを(順に)読んでもらい、

意味(和訳)を与えた。 (一部始終録音した。)

このようにして以下の結果を得た。なお、項目は「語普翻訳」のそれに準じた。 「語

音翻訳」は、申叔舟著『海東諸国紀』 (1471年)に後年(1501年)付載された、沖縄

語に関する-ングル資料である(2)。今回の資料とつきあわせて、 「語普翻訳」に関す

る何らかの傍証を得ようと思っているからである。(このことについては他日を期す

が。)

沖縄語の音声表記は、簡略表記にした。 (アクセントは省略)

1. ① [フ'ja:ja ma:ntJuga] -1fo}せ苓7t (君はどこの人か) ② [¥1ncl30: ma:ntJu

jamiseiga]-」-五°J苓　>M417T (あなたさまはどこの人でいらっしゃるか)　2.

①[wanne: jamatuntJu]尊叫0回古希(わたしは大和人)②[wanne: jamatuntJu

jaibi:N]尊叫0回古希中1"l^1 (わたしは大和人です)③ [wanne: putJinamtJu]

亜Lll ♀可ヰせ午(わたしは沖縄人) ④ [wanne:?utJinamtJu jaibi:N]卓tll ♀可

ヰ牡牛-HtilOJ　わたしは沖絶入です) 3. ① [na:ja nuindi pjuga]ヰ中tキ

%可令7T (名は何というか) ② [?und30: naija numdiフimiseiga]五中層

キ%可　olロH-flフt (あなたさまは名は何といいますか)　4. [jikiganu?ujanu
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wumi] ^H?]-キ♀otキキロ1 (男親がいるか)　5. [jikiga Ji:d3anu wumi] -|

V¥7回01ヰキ♀ォ1 (男年上(-兄)がいるか)　6. ① [jinagu Ji:d3anu wumi]

01ヰ干ス101ヰ千キロl (女年上(-柿)がいるか) ② [wunajinu wumi] ♀ヰolキ

♀ロ日をなり(-姉妹)がいるか　　7. [jinagu?uttunu wumi] -]ヰ干貴早手

♀可(女年下(-妹)がいるか) 8. [?itJi ′ima tattJaga]回ス回攻オフt(い

つ　国　発ったか　　9. [wanne: kutuJinu so:gwatJmi tattJaN]屯tll千早スl

キ土且ヰ可ス1吏せ(わたしは今年の正月に発った) io. pitJi kumaokaji tJitJaga]

01可干せ*M可オフt (いつここに着いたか) ll.[wanne: kundunu soigwatJi

mittJam tJaN.tJitJaN]尊Lll子羊キ土且ヰ可。nヰLl肴,司肴(わたしは今年の

正月三日に来た、着いた　12. ① pitJi nnatugkaji tJaga]回%ヰ号オol

斗フt (いつ港に釆たか) ② [?und30:?itJi nnatugkaji?meNso:tJaga]　五〇回

%ヰ号77¥o] x^n土且斗7t (あなたさまはいつ港にいらっしゃいましたか) 13. ①

[mitJlmitJi muno: kadi:]ロH BH早土且ヲ国(道中もの(顔)は食べたか)

② [?und30: mitJunitJi muno:?usagamiso:tJi:]早口回Dl可早土且♀斗7T

I,l土上郡l (あなたさまは道中ものは召しあがりましたか) 14. ①[フUFUSaNj♀

辛4(多い)②[sakinu?uFusaN]斗771キ♀辛せ(酒が多い　15.①[フusagarana]

♀斗7回ヰ(召しあがりましょう) ② [フusagamisoiri] ♀J^T7回土3-司(お召しあ

がりください) 16. [sakanan neijabiranJiga]斗77Tせl-IHlo回せス7> (肴もあ

りませんが) 17. [saki ti:tJi?usagirana]斗771可olヌ1 ♀斗71ヰLl(酒　ひと

つ　差しあげましょう) 18. ①[sakiwakaJi]斗771斗オスl (酒沸かせ)②[ju:

FukaJi]令♀辛オス1 (揚沸かせ　19. ① [saki wakiti ku:J斗771斗771可ヰ♀

(酒分けて来い) ② [saki wakatJ ku:]斗ヲ1卑オ司　辛♀ (酒沸かして来い)

20. ① [sakikwe:]斗ヲ1手司l (酒飲み、酒食らい) ② [sakaguruji] -4ヲけ子01 (酒

狂い)21. Parigkaje: numasuna]-用ヲH号。T午Li(彼には飲ますな) 22. [フikiraku

numaJi] 01ヲ1ヰ早手.中H (少なく飲ませ　23. ① [sakinu ne:n nati]斗ヲ1

キIM 14可(酒がなくって) ②[sakinu ne:n nato:N]斗ヲ1号iM M一旦%(酒

がなくなっている) 24. [kumarjkaji ttJi?aJibi]干。1オ01可　0回dl (ここに来

て遊べ) 25. ①[massugu jiri] *&千千0回(まっすぐ座れ)②[massugu jire:]

Di千千ol司l (まっすぐ座れ) ③ [massugu jire:wa] ^Jt幸子ol司1斗(まっすぐ座れ

よ)　26. ① [tJiranu?akasaNJ司ヰ干oTオせ(顔が赤い) ② [tJiranu?aka:

nato:N]ヰキ0回ヰ旦% (顔が赤くなっている) ③ [tJiranu makkaira najiN]

司ヰキDiオヰヰーJ (顔がまっ赤になる　27. ① [tJiranu JirusaN]ヌ1ヰキスl

キ# (顔が白い) ② [tJiranu Jlru: so:n]司ヰキス1子♀土% (顔が白くしている、

顔が白い　28.[kure:nu:jaga]子司1キ♀　>W(これは何であるか　29.[kunu
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ttJo: tJimunu jutasaNj干青畳ヌ1号キ令ヰせ(この人は肝(-心)がよい) 30.

①[kunu ttJo: tJimunu wassaN]子女盈司早手*4Kこの人は心が悪い)②[kunu

ttJo:kukurunu wassaNj (この人は心が悪い　31. [tiN]官(天、空) 32. ①

[tinnu kumuti]ゼ幸手半可(天が曇って) ② [tinnu kumuto:NJ e千手号音

% (天が曇っている) 33. ①[tinnu hariti]ゼ干す司可(天が晴れて)②[tinnu

harito:N] 」キ斗司旦% (天が晴れている　34. ① [?amiFりti]中l辛可(柄

降って) ② [?ami Fuji] -}r　辛01 (雨降り) ③ [?aminu Fqto:NJ　回キヰ五%

(雨が降っている)　35. ① [?ami hariti] -回　申司可(雨晴れて) ② [?aminu

haritoiN]　中l半可司主音(雨が晴れている) 36. ① [jutJ FUti]音jil辛可

(雪降って) ② [jutfiFuji]音可辛01 (雪降り) ③ [jutJinu Fqto:N]令可キ辛五

% (雪が降っている) 37. ① [jutJi hariti]令可斗司可(雪晴れて)② [jutJinu

harito:N]音可キ斗司旦% (雪が晴れている　　38. [tiida] ^-1ヰ(太陽、日)

39. ① [tkdanu?agati]可olヰキoT7回(太陽が上がって) ② [tiidanu?nd3iti]

可olヰキ阜ス1可(太陽が出て) ③ [tiidanu?agato:N]可olヰキーWs-%- (太陽が

上がっている) 40. ① [thdanu jaJimi?ittJi]可01中寺0回ロ1 0)可(太陽が休

み入って)②[ti:danu Jid3ido:NJ可olヰキスlス1三%(太陽が沈んでいる)③[tiidanu

miiran natoiN]可olヰキロlolせLl五%(太陽が見えなくなっている) 41.[kad3i]

ヲ国(風　42. [kannaji]き中1 (雷) 43. [Jitimiti]スIqロ国(早朝、つとめ

て　44. ① [giruma]可キヰ(昼間) ② [Firuma]朝子'K星間) 45. [jursandi]

令♀せ可(夕方) 46. ①[jura]甘辛(夜)②[ju:ru]甘辛子(夜) 47. ①[giru]

可子(畳)② [Firu]朝子(畳)　48. [nukusaN]千千斗-}　暖い、ぬくい　　49.

['atJ喜saN]国ヰーoV　熱い、暑い　50. [JidasaN]ス1ヰ4　涼しい) 51. [gi:

nukumi]可01号干ロ1 (火温め、火に当たれ　52. ①[haru]斗キ(春)②[Faru]

卑子(春　53. [natJi]ヰ司(夏) 54. ①[フatJi] o国(釈)②[フaki] 4?1 (釈)

55. [fuju]早舟(冬)　56. [tJu:]青♀(今日)　57. [tJinu:] *キ(昨日)

58. [?atJa] ->ヰ(明日) 59. [?asati] <サ回可(明後日) 60. [kuntJitJi]子司

可(今月)　61. [reigwatJi]司HIヰ司(来月)　62. [ja:N] W(来年)　63.

① [soigwatJiwugami]土且ヰ司♀7巨1 (正月拝み) ② [wugamuNj ♀7t昔(拝

む)、 [wuganuN]♀7桔(拝む) 64. [d3i:]ス101 (地、地面) 65. [d3i: massugu]

ス　3t千千(地まっすぐ、地平ら　　66. ① [jamanu tJid3i] -Mキjilス1 (山の

頂) ② [mattJid3i] it司スl (真頂　67. [jamanu JitJa] 0回キスlヰ(山の下、

麓) 68. [?uFumitJi]♀キロ*l　大道) 69. [kuimitJi]ヰ♀ロ1ヌ1 (小道　70.

[saki]斗ヲ1 (酒) 71. [nigurid3aki] A干司ヰヲ1 (濁酒　72. [jukasaki]音

ヲ巨W (良酒、清酒)　73. ①[numi]キロl (飲め)②[numuN]キ号(飲む)
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③ [numaN]キせ(飲まない) ④ [nudi]キ可(飲んで) 74. ① [sakinu?aNJ

斗ヲ1キー。V　酒がある) ② [sakinu mandoiN]斗ヲ1号せ三% (酒がたくさんある)

③ [sake: mando:N]斗瑚ollせ三% (酒はたくさんある) 75. ① [sakinu ne:Nj

斗ヲ1キ^H (酒がない)② [sakinu neiraN]斗ヲlキS]6¥1甘(酒がない) 76. ①

[saki ji:ti]斗ヲ1。国(酒酔って)②[saki wi:ti]斗ヲ1ヰ国司(酒酔って)③[saki

nudi jhjuN]斗ヲ1キ可　!蝣ァー　酒飲んで酔う) ④ [saki nudi ji:to:Nj斗ヲ1キq

可ol且-8-　酒飲んで酔っている) 77. [?ubuN] ♀昔(御飯) 78. ①[?agiri] -¥

7同(上げよ) ② [?agijuN] -¥y1% (上げる) ③ PagiraN] Q¥71甘(上げない)

④ pagiti] -}7]可(上げて) ⑤ [kwiri]司可(くれ、やれ、与えよ) ⑥ [kwi:NJ

司oJ (くれる、やる、与える)⑦[kwijuN]司%(くれる、やる、与える)⑧[kwiraNj

司啓(くれない、やらない、与えない)⑨[kwiti]勇司(くれて、やって、与えて)

79. ① [?ubuN Jiko:ri] ♀昔スlヱ上司(御飯　準備せよ) ② [Jiko:juNJス匝且%

(準備する) [JikoijiN]スlヱエーJ (準備する) 80. [kuminu?ubuN]キロ1キ♀%

(米の御飯) 81. [?awanu?ubuN] -¥斗キ辛苦(栗の御飯　82. ① [sakana

juraji:]斗オヰ令ヰol (肴共食) ② [juraji: sun]命中1舌(共食する　　83.

① [kumi Jiragiti]手口l斗ヰ7回(米精げて) ② [kumi Jiragi:N] (米精げる) ③

[kumi JiragijuN]手.,lス回-7~¥O　米精げる) 84. [相i]中1 (肉) 85. piju]

ol令(魚　86. ①[Jika]ス1オ(鹿)② [gi:d3a:]司01ヰ(山羊) 87. Pwamu

JUi]斗oTキ中1 (豚の肉　88. [?usad3inu Jifi] ♀斗ス1手中l (兎の肉)

89. [フanda] -iヰ(抽　90. [ma:su]ヰoT千(塩) 91. [niisu] H-1午(味噌)

92. ① [Ji:]スH (酢) ② [Fe:]司011 (酢) 93. [nadani karaJi]ヰヰLlヲ何ス1

(菜種辛子) 94. [kusu:]早手♀ (胡枚)②[koJo:]五五且(胡概) 95. [saNJo:]

せ立上(山根) 96. ① [so:ga:]土且7t (生妾) ② [Jo:ga]丘且オ(生麦) 97.

① [tJinibira]司vHヰ(摘みニラ) ② [bira]ォ1ヰ(ニラ) 98. ① [giru]司キ

(大蒜) ② [Firu]朝子(大蒜) 99. [jase:] -囲011 (野菜) 100. [tJa: wakaJi]

ヌtOt卑オスl (茶沸かせ) 101. [?amasaN] -Mせ(甘い) 102. [nd3asaN]阜

ヰ4 (苦い) 103. [Ji:saN] (酸い) 104. paFasaN] 6(一斗せ(淡い、味が薄い、

あまい) 105. [J圭pakarasaN]ノ中囲ヰせ(酸辛い) 106. [karasaN]オヰせ(辛

い) 107. [Jid3ii]ス1スl司(硯) 108. [Jimi]ス1ロ1 (墨) 109. [Fudi]辛q (筆)

110. [jumi]キロl (弓) 111. [jai] oM (矢) 112. [juminu Ji:]キロ1キス101

(弓の巣、弓入れ? ) 113. [ja:nu Ji:]-Mキスlol(矢の巣、矢立て) 114.[juminu

tJiru]令.]lキjilキ(弓の弦) 115. ① [toiri]且且司(通り)② [tu:ji]羊♀ol (過

り) 116. [d30:]五且(門) 117. [katJa]ヲ囲(蚊帳) 118. [maku] *}干

(慕) 119. [muJiru]キスlキ(鎧　120. ① [gisanuka:]司斗号外oT (足の
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皮)② [gisaga:]可斗?W (足皮　121. [kabi]ヲTt'1 (紙) 122. ① [ke:] n

4 (匙)②[kerwutJi]*M♀可(皿) 123. [フume:Ji]♀中1 (御箸124. [tJawaN]

斗尊(茶腕) 125. [makaji] 4外01 (疏) 126. [?i:d3e:]中H　杓文字、飯

匙) 127. [hartJi]斗O国(鉢、大皿) 128. [nabige:]ヰt'囲<Hl (御玉杓子、

鍋匙) 129. ①[katana]ヲ同寸(刀)②[ho:t√a:]立上斗ot(庖丁) 130. [na:bi]

中巨1 (鍋) 131. [ho:tJi]主且却1 (篇　132. [ci:ba:tfi]司01耳*l　火鉢)

133. [tJIn]*J (着物、衣　134. [hakama]斗オヰ(袴、女性の下着) 135. [kakaN]

ヲKH槍) 136. [kaira]ヲ回ヰ(瓦) 137. [kuruma]子羊'K車　138. [takade:]

叫オ3H (高台) 139. ①[Jlmijス1ロ1 (炭)②[taN]甘(炭　140. [ha:ja]

斗c>K　柱)

ロlol (目)

可ロ1 (耳)

司斗(足)

胡o|ォl　指)

斗ヰ(花)

141. [du:Jキ♀ (身体) 142. [tJira]ヌ1ヰ(顔、面) 143. [mi:]

144. [hana]可ヰ(鼻　145. [kutJi]早可(口) 146. [mimi]

147. [tJiburu]可早手(頭) 148. [th]可01 (手　149. [gisa]

150. [Jiba]司叫(舌　151. ① [?i:bi] 1o ti　指) ② [フwi:bi]

152. [karad3i]外耳ス1 (髪) 153. [ha:]斗ot(歯　154. [hana]

155. ① [?o:saN]且且せ(青い) ② [?o:ru:]且且子♀ (育) 156.

① [kurusaN]手キせ(黒い) ② [kuru:]辛キ♀ (窯　157. [tJi:ru:]ヌ101号♀

(黄色　158. PuJi] ♀ス1 (牛　159. [7mma] -ァーnf (馬　160. [?wa:]卑oT

(豚　161. [tuji]キol (鳥、鶏) 162. [?iN]ォa (犬　163. [gitJid3i]ス回
-=1.Ill

スl (辛) 164. ① PentJu]切手(鼠) ② [フwentJu]ぜ芋(鼠) ③ [bi:t√a:]

ol斗ot (ピーチャー、鼠の一種　165. [habu]斗羊(-ブ、蛇　166. [tatJi]

可可(龍　167. [dzo:]王且(象　168. [JiJi]スW (獅子　169. [tura]早

耳(虎) 170. ① [Fa:]卑oT (薬) ② [ki:nu Fa:]ヲ101号卑ot (木の葉)

分析と考察を行う。

沖縄語の音素として/p.b.t.d.ck.g.?.'.s.z.h.m.n.r/、 /n/ /Q/、/j/

/W/ /i.e.a.O.u/を認める。それぞれに対応して使用された-ングルを拾い上げ、

整理しつつ分析・考察-と進む。初めに必要なだけの用例を示し、次に考察を加え

る方法をとる。

1. /P/対応して用いられた-ングルは「tMjc

例は、たまたまJipakarasaNノ中Dtヰせ(105)の一例だけである0 -ングル

「tJB」は無気普[p'Jを表示する。テープの音声もそのようになっている0

2. /b/　対応-ングルは「-]」。

bi:t√a: H O斗4(164-③)、bira ti]ヰ(97-②)、jaibiiN 。tOltil-J ( 2 -②、 2-
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④)、?a′ibi-国可(24)、naibi中巨(130)。gi:ba:tJi司01耳可(132)、Jiba寺I

叫(150)。?ubuN♀昔(77)、tJiburu可早手(147)、habu可キ(165)

-ングル「tj」は通常、語頭では無声音、語中(主に母音間)では有声音を表す。

故に、語頭の有声音[b]は、-ングルでは表示できないことになる。しかし、他に

方法がないから語頭の[b]に対しても「-]」を用いざるをえない。

3./t/対応-ングルは「こ、t=、EJo

tattfaga頁可A(18)、tattJaN吏車(9)、jamatuntJuo回古手(2-①、

2-@)c

natiL国(23-①)、kumuti手早可(32-②)、FUtl辛可(3卜①、36-①)、

hariti斗司可(35-①)、?agati-¥7回(39-①)、?nd3iti阜ス回(39-②)。jutasaN

音ヰ4(29)。natoiN寸旦0-5-(23-②)、natoiNヰ旦蝣%-(26-②)、haritoiN舌岡里

-ァー(33-②、37-②)、フagato:N-¥フ匝-ァー(39-③'uttunu貴千千(7)、ku

tujinu千早ス1キ(9)、nnatugkajiヰ号オol(12-②)

tutJi可ol真1(17)、tiN宅l(31)、tinnu」!キ(32-①、32-②、33-②)、ti:da

可01ヰ(38、39-①、39-②、39-③、40-①、40-②、40-③)、ti:可01(148)、

hariti斗司可(33-①、37-①)、J喜timitiス1中国(43)、?asati-国司(59)、]i:ti

ol可(76-①)、?agitio¥?国(78-④)。taN甘(139-②)、tatJi叫^1(166)、katana

ヲ国ヰ(129-①)0to:ri且31司(115-①)、kumuto:N手千旦ーァー(32-②)、FqtOIN

辛且暮(34-③、36-②)、harito:N司一司且-ァー(35-②)、nato:Nヰ主-ァ-(40-③)、

juto:N-l-1主音(76-④,tu:jiキ♀01115-②)、tujiキ*1(161)、turaキヰ(169)

-ングル「こ」は通常、語頭では無声音、語中(主に母音間)では有声音となる。

また、「口二」は無気(無声)音を、「E」は有気(無声)音を示す。

沖祖語の/t/相当部分に「こ、t=、E」の三様現われるということは、沖縄語が

そのような音声実態をもっていることにはかならない。次のような例がそれをはっ

きりさせてくれる。

hariti司司叫(35-①)、hariti斗司可(33-①、37-①)

nato:Nヰ里。(26-②)、nato:NH且-ァー(40-③)

簡略表記にしたために同じになってしまったが、無気普・有気音にも意を用いて

テープを聞いてみると上記の語はそれぞれ次のようになっている。

[harit'i](35-①)[harithi](33-①、37-①)

[nat'oiN](26-[natho:N](40-ゥ)

気音の有無(多寡)を示差的特徴と捉える「-ングルの耳」は、これを聞きのが

さなかったのである。他も推して知るべLである。同様のことは(/p/でははっき

り出てこなかったが)、/c//k/のケースでも起こる0
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車中昔劉ま「o巨t苦手」と分析して表記した可能性が高く、 「古手」の「T=」は

語頭と意識されたようである。

4. /d/　対応-ングルは「こ」。

nuindiキ%可(31①、 3-②)、 kadi:ヲ国(13-①)、 juisandi令せ可(45)、

nudi半可(73-④、 76-③、 76-④)、Fudi辛可(109)。 takade:叫オHH (138),

tkda可01ヰ(38、139-①、 391②、 401①、 40-②、 40-③)、 JidasaNス1ヰせ(50)、

?anda -iヰ(89)。mandoiNせエーァー(74-②、74-③)。 du:千手(141)、kundunu

子羊キ(ll)

-ングル「こ」は語中では有声音を表示するから、その環境では何の支障も生じ

ない。しかし、語頭の場合は、そうはいかない。何らかの手を加えない限り、他に

表記法がないから、 [d]にも「こ」を当てなければならない。この点/b//g/

/Z/と条件は同じである。

5. /C/　対応-ングルは「スス、ス」.

ttJi ^1 (24)、 tJiburu可早手(147)、 tJitJaga可ヰA do)、?utJma:ntJu ♀n1

4-i苓(2-③、 2-④)、?itJi o囲(8、 10、 12-①、 12-②　soigwatJi土且

ヰ可(ll)、 mitJi.,回(13-①、 13-②、 68)、 jutJi音可(36-②、 36-③、 37-

①、 37-②)、jaJimi?ittJ　-Mロl oJ可(40-①)、kuntJitJi子司可(60)、kerwutJi

瑚oTl♀可(122-②)。 hoitJi主且可(131)、 gi:ba:tJi司01耳可(132)、 kutJiヰ可

(145)、 tatJiヰ可(166)。　tattJaga頁・ヰ71- (8)、 tattJaN攻奄(9)、 mittJa

。Rヰ(ll)、 ?atJa otヰ(58)、 JitJaノ中> (67)。 kunuttJo:子責盈(29、 30-①、

30-②　　ma:ntJuせ苓( 1 -①、 1 -②)、jamatuntJu otヰ昔午( 2 -①、 2-

②)、?utJma:ntJu ♀可4-J:午( 2-③、 2 -④)、?entJu 41苓(164-①)0

tJ喜tJaN真は(ll)、 tJira哀1ヰ(26-①、 26-②、 26-③、 27-①、 27-②、 142)、

tJimu司早(29、30-①)、tJmu: *キ(57)、tJid3i京回(66-①)、tJiru司キ(114)、

tJiN尋(133)、 tJi:ru:司01子♀ (157)、 tiltJi可o国(17)、 jutJiキス1 (36-①)、

?atJisaN -何せ(49)、 natJi Ll司(53)、?atJi O国(54-①)、 kuntJitJiモス回

(60)、 soigwatJi土且ヰヌ1 (63-①)、 mitJi H司(69)、 hartJi斗O国(127)。 tJaN

杏(ll)、tJaga斗4(12-①)、ho:t√a:主且斗4(129-②)、bi:t√a:ロ101斗>K164-

③)、 t√a:斗4 (ioo)、 tJawaN葬尊(124)、 katJa外耳(117)。 tJu:寺♀ (56)

-ングルの「スス」は無気(無声)書を、 「夫」は有気(無声)音を示す。 /t/の

場合のように、語頭で(有気)無声音を示す「ス」も現われてよさそうであるが、

それがなかった。しかし、これは大した問題ではないように思われる　tattJaga攻

ヰA (18)とtJiburu可早手(147)とを比べればわかるように、用例の音声環境が
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たまたまそのようになっていただけのことである。/t/のあとの/a/が/t/に気

音を多くさせ、 /C/のあとの/i/および/b/が/C/に気音を少くさせた。

/t/の場合と同様、その時の気音の多寡を敏感に察知して「スえ」と「え」との書

きわけを行ったと解釈できる例をとり出すことができる。

soigwatJi土且ヰ可(ll)、 so:gwatJi土且ヰ*1 (63-①)

jutJi -許可(36-②、 36-③、 371①、 37-②)、 jutJi音司(36-①)

6. /k/　対応-ングルは「7、 ¶、ヲ」。

kure:子司(28)、 kukuru千千千(30-②)、 kuruma千手ヰ(137)

jikiga -]^17¥ (4、 5)、 saki斗v¥ (14-②、 181①、 19-①)、 wakiti斗771可

(19-①)。 kumar)kaji干せオ(10、 24)、 nnatugkaji tl!号オo (12-①、

12-②)、 wakaJi斗オス1 (18-①、 100)、 FukaJiキオス(18-②)、?akasaN -|-オ

杏(26-①)、 makkaira UAオヰ(26-③)、 sakana斗オヰ(82-①)、 Jikaス1オ

(86-①)o Jiko:jiNス1ヱ且-。] (79-②)、 Jiko:riス1ヱ且司(79-①)、 kukuru

千千号(30-②)、 nukumi千千可(51)

ki:ヲ　(170)、 sakiノ斗ヲ1 19-②、 23-①、 23-②、 70、 74-①、 74-②、 75-

①、 75-②、 76-①、 76-②、 761③、 761④)、?ikiraku -1ヲ1ヰ手(22)。　ke:

?M (122-①)、 sake:斗?wl (74-③)、 kerwutJiヲ11011♀可(122-②)。 kadi:

ヲ国(13-①)、 kad3iヲ1ス1 (41)、 kannajiをヰ(42)、 karasaN外ヰ4 (106)、

kat/a外斗(117)、 ka:外o¥ (120-①)、 kabiヲTdl (121)、 karad3iオヰスI (152)、

?arigkaje: -用ヲH (21)、 makaji u¥ヲH (125)、?aka: -|-オ(26-②)。 koJo:五

五且(94-②)。 kumuto:N手千旦-%r (32-②)、 kuntJitJi子司可( 6 )、 kumiキ

ロ1 (80、 83-①、 831②、 831③)、kurusaN手子4 (156-①)、kuru:早手♀ (156-

②)、?ikiraku -|ヲ1ヰ手(22)。　kwi:N司-<J (78-⑥)、 kwiraN司甘(78-⑧)、

kwiti司可(78-⑨)

-ングルの「7 」は通常、語頭では無声音、語中(主に母音間)では有声音とな

る。 「¶」は無気(無声)音を、 「ヲ」は有気(無声)書を示す。

沖縄語の/k/相当部分に「7 , ¶,ヲ」の三様現われた事情は/t/のそれと同

じである。同一語で無気・有気両様に現われる例を指摘できることも同じである。

saki斗* (14-②、 18-①、 191①)

sakiノ斗ヲ19-②、 23-①、 23-②、 70、 74-①、 74-②、 75-①、 751②、 76-

①、 76-②、 76-③、 761④)

また、斗ヲ上01ヲ1可ヰのような例もあることはあるが、概して「¶」は語中に、「ヲ」

は語頭に現われている。無気・有気の現われる環境差を示していることになる。

7. /g/対応-ングルは「7」。
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'agino}7]司(78-①)、?agiraN-|-7]啓(78-③)、Jiragitiノ可ヰy¥A(83-①)0

nabige:H-tilフ梱1(128)。?juga令A(3-①)、jikiga-1AA(4、5)、'agati

・w可(39-①)、wugami♀7巨(63-①)。jinaguヰ干(6-①、7)、massugu

#幸子(25-①、251②、25-③、65)。soigwatJi土且ヰ可(9、ll):土且ヰヌ1

(63-①)

-ングル「7十は語中では有声音を表示するのが普通である。これに合致する用

例のみとなっている。たまたま、語頭の例はないが、あれば、/b//d/と同様の

事情で、「7」を使ったであろう。例えば、[garasa:](良)なら7回斗otとでも

表記されたであろう。

8./り対応-ングルは「o」及び零。

フitJio回(8、10、12-①、121②)、?ikiraku-1ヲ1ヰ手(22)、>iju-1♀(85)c

?a′ibi-国ォ1(24)、?aka:->外(26-②)、?atJao回(58)、?aN<」(74-①)0

?o:ru:且且キ♀(155-②,?und30:盈(1-②)、?uttunu莫・竿キ(7)、?UFUSaN

♀辛せ(14-①、14-②)、?usad3i♀斗ス1(88)、?uJi♀ス(158).>ja:>1=(1-

①)、?wa:卑51-(87、167)。?nd3iti阜ス1可(39-②)、フmma-b-ヰ(159)。?meNso:tfaga

哩土且斗A(12-②)

沖縄語の場合、次の例が示すように、/〟/'//h/が対立する。

[?ja:]/蝣?i'ja'a/(君、おまえ)、[ja:]/ja'a/(家、屋)、[?wa:]/?wa'a/(豚)、

[wa:]/waa/(私、私の)、Fa:/hwa'a/(菓)

沖縄語の/りは、母音、/j/、/W/、/N/(および語的に/m/)の前に現

われる。

現代(朝鮮)語は、声門閉鎖音[フ]を麦記する-ングルを用意してない。-ング

ル「0」には、音声実態のある[g]を表示する場合と母音を単独で表記しないとい

う正書法上の記号にすぎない場合とがある。後者の場合があるから、音声実態とし

ての声門閉鎖音[フ]を聞きとったかどうかにかかわらず、結果的に母音の前の[?]

は-ングル「0」で表記されることになる。/j//W/も-ングルの表記上母音と

同様の扱いを受ける。

以上のような理由から、沖縄語の母音の前および/j//W/の荊の/りは当然の

ように-ングルの[○]で表記される。問題は/N/(と/m/)の荊の/りである。

[?n-を「阜」、[?m-]を「%～」と表記したところに工夫のあとを見ることが

できる([?meN-]は、音節構成の上からか、「哩～」となってしまっている)。そこ

に母音-ングルの「-」が使われたことも示唆的である0

9./'/対応-ングルは「o」。

jikiga-1v¥7}(4、5)、Ji:d3aノ中1斗(5、6-①)、Jin国(25-①)、ti:da
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可olヰ(38、 39-①、 391②、 39-③、 40-②、 40-③)。 ?imise:ga -回MM7¥

(3-②)、Fe:司-ll (92-②)。jase: -MH (99)。ja:N -柑(62)、?wa:卑>h(87)、

maisu ^W午(90)。so:gwatJi土且ヰ可( 9 、 ll)、natoiNヰ旦(26-②)、ho:t√a:

立上斗4(129-②)、?o:ru:且上手♀ 155-②)。 nu:ndi阜%可(31①、 31②)、

wumi♀ロl (4、 5、 61①、 6-②、 7)、ku:手♀(19-②)、tJu:早舟(56)、

kuru:早手♀(156-②)、tfi:ru:ヌ101号♀(157)。?ja:ja -M=( 1 -①)、jamatuntfu

o回号音(2-①)、 ha:ja斗44 (140)。 jutasaN音ヰせ(29)、 jutJi童司(36-

①)、FUJU早舟(55)、kwijuN司-ァ-(78-⑦　wanne:尊HI (2　①、 2-②、 21

③、 2-④)、 wakaJi卑7回(18-①)、?awanu -¥斗キ(81)。 nnatugkaji　ヰ

号オ01 (12-①)、 nd3asaN阜・ヰ4 (102)

/りのところで見たように、沖縄語の場合/〟/h/などと対立するものとして

音素!'/が設定できるが、これは、所謂「長音」にも通用される。次の例参照0

[?i:N] /?il'1'N/ (入る) : [jiiN] / l'N/ (座る)

>u: /?uu/ (卯　[wu:] /uu/ (揺)

-ングルには長音表記用のそれはないが、強いて表記するとすれば同一母音を重

ねることになる。そこに正書法上の制約がはたらき、 (二番目の)母音の前に-ング

ル「O」を置かざるをえない。それが結果として沖縄語の/'/と対応する[ji-]

/'i～/、 [wu-] /'u～/など語頭に立った場合も同様である。 /りの場合と同じ

く、 /N/の荊の/'/をどうするかが問題となる[nd3a-]を「阜スト」、 [nna-]

を「 :4-」とし、苦心のあとがうかがえる。 [フn～]を「阜～」、[n-　を「%」

とはっきり区別したと判断できるのであれば表記しわけたと言ってもよいが、[n-]

を「阜～」とも表記しており、違いを鮮明にしたとは言えない。

10. /S/　対応-ングルは「人」。

Jimaス14 (8)、 Jiru:ス1キ♀ (27- ②)、 kutuJi子羊ス　9)、 wakaJi斗オス1

(18- ①)、 muJiruキス1号(119)、フuJi ♀ス(158)、Jiba寺回(150)。 jamiseiga

・H417t ( 1 -②)、?imise:ga　回4MIA (3-②)、jase:囲^1 (99)。 sakanan

斗オせ(16)、 sakiノ斗*1 (17、 18、 19-①、 72)、 JlrusaNノえ1号せ(27-①)、juisandi

甘辛・せ可(45)、?asati -巨国(59)。 soigwatJi土且ヰ可( 9 、 ll)、 so:ga:土且7T

(96-①)、?usagamiso:ri ♀斗?M土上司(15-②)、 Jiru:so:Nノえlキ♀土-ァー(27-

②)、 saNJo:せ立上(95)。 SUN看(82-②)、 numasunaキ中辛4 (21)、 massugu

*寺子(25-①、 25-②、 251③、 65)、 ma:su　3W手(90)、 ni:su LIol千(91)

注Elされる例がある。 Jibaヰ回である。 -ングル表記通り発音すると[swiba]の

ようになる。沖縄語の[J]が多少円唇性を帯びていることの反映だと思われる。

ll. /Z/　対応-ングルは「ス」。
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d3i:ス蝣H (64、 65)、サnd3iti阜ス国(39-②)、 kad3iヲ匝1 (41)、 'usad3i ♀斗

ス1 (88)。?i:d3e:車1カ1 (126), Ji:d3aス101ヰ(5、 6-①)、 qiidsa:司01ヰ(86-

②)、 nd3asaN阜スtせ(102)。?und30:盈(1-②、 3-②、 121②)

-ングル「ス」は語中では有声音を示すから、その環境にある沖縄語の表記に問

題は起こらない。語頭の場合、何らかの加工表記をしない限り、有声音にも「ス」

を当てる以外に方法はない。 /b/ /d//g/と同じ条件である。

12. /h/　対応-ングルは「舌、人」。

giruma可手車(44-①)、 Gi:司ol(51)、 gi:d3a: S O丞(86-②)。 」i:ba:tJi司

ol耳可(132)、 GitJid3iス囲ス蝣1 (163)。 hariti斗司可(33-①、 37-①)、 ha:tJi斗

o国(127)、 ha:ja斗-}-¥ (140)、 ha:ヰ4 (153)、 hana斗ヰ(154)、 habu斗キ

(165)。 ho:t√a:主上斗ォ} (129-②)、 ho:tJi主上可(131)。 Futi辛叫(34-①)、

FUJU辛音(55)、?UFUSaN ♀辛せ(14-①、 14-②)、?uFumitJi ♀辛口1可(68)c

Firu専1号(47-②)。 Fe:司011 (92-②)。 Fa:卑4 (170-①、 170-②)、?aFasaN

oT卑せ(104)

特に問題はないO「可」とすべきであろうところが「スl」となっている「スl可ス1(163)」

は、沖縄語の、/i/前の/h/がかなり口蓋化されたものであることの証拠となろう。

13. /m/対応-ングルは「ロ、し」。

mittJaウ回(ll)、mitJiロ囲(13-①、 13-②、68)、wumi ♀ロ1 (4、 5、 6-

①、 6-②、 7)、?ami -M (34-①、 34-②、 34-③、 351①、 35-②)、 nukumi

キ干可(51)、kumiキロ(80、83-①、83-②、83-③)、mimiロ1可(146)、jamise:ga

・W41オ( 1 -②)。?meNso:tJaga埴土且斗オ(12-②)、?ume:Ji 辛"W (123),

mamtJuせ苓( 1 1①、 1 -②)、 mandoiN ^エーァー(74-②、 74-③)、 makaji pf

ヲtOl (125)、 numasuna手車千4 (21)、 giruma *|キ4 (44-①)、 numaNキせ

(73-③)、 'mraa音ヰ(159)。 muno:早上皇(13-①、 13-②)、 muJiruキス1キ

(119)、 tJimuヌ1号(29、 30-①)、 kumutoiN手千旦ーァー(32-②)、 numuNキ昔

(73-①)

この項目も特に問題はない. 「>mlA(l-②)」の「し1」は「ロl」となるべき

ものである。調音方法の同じ書の間で起こった聞き誤りであって、普通にあること

で>00.

14. /n/対応-ングルは「し」。

nnsu v|.午(91)、 tJinibira司り可叶(97-①)。 ne:N ^1-S (75-①)、 wanne:

尊HI (2-①、 2-②、 21③、 2-④、 ll)。 na: M-6} (3-①、 3-②)、nati

ヰ叫(23-①)、 natJiヰヌ1 (53)、wunaji ♀ヰ01 ( 6-②)、 katana外ヰヰ(129-

①)、hana可一斗(144)。muno:号上且(13-①、 131②　nu:キ♀(3-①、 3-

-42-



②、 28)、 numasuna手車手ヰ(21)、 nukumi阜干可(51)、 numiキロ1 (73-①)、

kunuttJo:干支盈(30-①、 30-②)、 tJinu:ヌ1号(57)

とりたてて言うほどのことはない。

15. /r/　対応-ングルは「己、 ⊂」。

jin　国(25-①)、 haritoiN云同盟・%- (33-②、 37-②)、 Jid3iriスlス国(107),

kwiri司可(78-⑤ Jire:司1 (25-②、 25-③)、 kure:干司1 (28)。 tJiraヌ回

(26-①、 26-②、 26-③、 271①、 271②)、 ne:raN ^Hl啓(75-②)、 JiragnN

スlヰ71oj (83-②)、 karaJiヲ何ス(93)、 turaキヰ(169), JlrusaNスl子せ(27-

①)、 kukuru千千千(30-②)、tJiruヌl手(114)、 kuru:ヰキ♀ (156-②)、 tJi:ru:

ヌ101キ♀ (157)

kwiri司可(78-⑤)は、沖縄語の/r/が破裂音に近い様相を呈することがある

ことの反映であろう。

16. /N/対応-ングルは「ロ、し、 0」。

?mma -%-*} (159)。 nuindi千%可(3-①、 3-②)、 jursandi音♀せ可(45)、

mandoiNせエー8- (74-②、 74-③)、?anda -J:ヰ(89)。 ma:ntJu ^苓( 1 1①、

1 -②)、?utJina:ntJu ♀可ヰouT苓( 2 -③、 2 -④)、kuntJitJi子7. * (60)、?entJu

切手(164-①)、?und30:五(1-②、 3-②、 12-②、 13-②)、?nd3iti阜ス1

可(39-②)、nd3asaN合本せ(102)。wanne:尊Ml (2-①、 2-②、 2-③、 2-

④、 9、 ll)、nnatugkaji -」-ヰ号オ(12-①、 12-②)、tinnuゼキ(32-①、 32-

②、33-①、331②) 、kannajiをヰ<5] (42)。kumaokaji子l'1オ01 (10、24) 、nnatugkaji

%ヰ号77¥cl (12-①、 121②)、 'arigkaje: -用ヲHI (21)。?meNso:tJaga埴土且オ

フ1- (12-②)、 neijabiraNJiga vfl<H]o>alせスy¥ (16). tattJaN攻奄( 9 )、 tJaN脊

(ll)、 natoiN M-2--5- (23-②)、 jutasaN音ヰせ(29)、 numuNキ号(74-②、

74-③)、 suN舌(82-②)、 tJiN %] (133)、?iN -J (162)

原則的に、両唇音の前は「ロ」、歯茎書の前は「し」、軟口蓋音および語末は「0」

で表記されているが、 ・例外的な表記も散見される。干。1オ01 (10、 24)　埴土且斗

A(12-②)　vHo|:til尊ス1A(16)　せせ(9)である。これらは、 -ングルが

lm]には「ロ」、 「n」には「し」、 [g]には「0」を用意しているが、これら以外

の書、たとえば[N]に当てるべきものを持たないために、その時その時の印象で「L」

にしたり「o」にしたりした結果の現われだと思われる。逆に言えば、沖縄語がそ

のような音声実態にあるということである。

17. /Q/対応-ングルは「^」。

?uttu貴キ　7 )。 tattJaga攻ヰA (8)、 mittJaう回(ll)、 kunuttJo:干テ盈

(29、 30-①、 30-②)、?ittJi oJ可(40-①)、mattJid3i 51司ス1 (66-②)。makkaira
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3tオヰ(29-③)。 massugu ^幸子(25-①、 25-②、 251③、 65)、 wassaN安

4 (30-①、 30-②)

/t/の前、 /C/の前、 /S/の前の如何を問わず(/p/の前の例ナシ)すべて

「ノ、」で表記されているO所謂「ノ中1`^' (閣のS)」の形をとっているo 「%羊,

♀芋」や「ヰオ叶,ヰオヰ」などの表記がなされてないところから、一定の解釈の

下された表記法と見ることができる。表記者が「促音」の知識をもっていたからだ

と思われる。

以下、原則として、用例に語らせる。

18. /i/対応-ングルは「t、皿、 il-」 (正書法の制約から母音を含めた形で示し

た)

?a:ja -M(1-①)、jaibiiN -¥-)ローJ　-④)、na:ja中層(3-①)、?ujanu

♀otキ(4)、 katJaヲ囲(117),フund30:五(31②)、 Jo:ga立上7¥ (96-②)0

'juga音A (3-①)、 ju:令♀ (18-②)、 FUJU早舟(55)、?nljU　音(85)、 tJu:

希♀(56)

19. /W/対応-ングルは「寸、 Tl、涌上司」 (母音を含めた形で示した)

wanne:尊^1 ( 2 -①、 2 1②、 2 -③、 2 -④)、wakiti斗771可(19-①)、tJawaN

斗尊(124)、フwa:卑oHl60)、 Fa:斗-¥ (170-①、 170-②)、?aFasaN -1-卑せ(104),

Firuma朝子n> (44-②)、 wi:tiキト1可(76-②)、 kwiiN司-J (78-⑥　sakikwe:

斗ヲ1辛司1 (20-①)、?wentfuぜ肴(164-②)

斗ヲ1手司1の「早朝」は「瑚」でもよいところであるが、気音を強調するためにこ

のようにしたものと思われるO卓9希の「瑚」と比べるとそれがはっきりする。 「瑚」

でもよかったということにもなる。

20. /i/　対応-ングルは「1」。

bi:t√a:ォo斗OK164-③)、na:biヰーM (13)、tiN官(31)、hariti舌相可(35-

①)、 kadi:ヲ国(13-①)、 ttJi可(24)、 tJ肘aNヌ博(ll)、 jikiga o¥v回(4、

5)、 ki:ヲlol (170)、 'agin 471司(78- ①)、?ikiraku -1ヲ1ヰ手(22)、jikiga I

A(4、 5)、Jima<*1*}(8)、Jiba司叫(150)、d3i:ス1 (64、65)、 Gi:司ol

(51)、 mimi u¥ロ1 (146)、 ni:su ^-1年(91) ,jiri　国(25-①)

司ォ> (150)については/S/のところで述べた。

21. /e/対応-ングルは「11、 ll、」」o

kervvutJiヲ蝣M♀可122-②)、sake: -4瑚oil (74-③)、nabige:中Wl (128)、

?entJu哩苓(164-①)、jase:囲011 (99)、?i:d3e: 0 0ス4] (126)、?ume:Ji ♀叫ス1
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(123)、ne:N vflog (75-①)、ne:raN ^M専(75-②)、jire:司(25-②)、jireiwa

ol司l斗(25-③)、 sakikwe:斗ヲ1ヰ司(20-①)、 Fe:司-fl (92-②)

司01日ま、 [he:]なら「司HI」とでもなるところ/hwe'e/の/W/を示すために

「」」としたらしい。

22. /a/　対応-ングルは「tJo

gi:ba:tJi可01叫可(132)、 Jibaヰ回(150)、 tattJaN攻せ( 9 )、 jutasaN音ヰ

杏(29)、 tatJiヰ可(166)、 katanaヲ国ヰ(129-①)、 ti:da可olヰ(38)、?anda

せヰ(89)、?atJa o回(58)、 t√a:葬-¥ (100)、 wakaJi斗オス蝣1 (18-①)、 kadi:

ヲ国(13-①)、?aka: -1-オ(26-②)、jikiga -1AA (4、 5)、?a′ibi -国ォl (24)、

ma:suヰotヰ(90)、 saki斗A (17)、?asati -|一斗可(59)、 Ji:d3aスIolス蝣>　5 、

ha:可oH153)、 makajiヰ外61 (125)、?mma音ヰ(159)、 natJiヰヌ1 (53)、 hana

斗4(144)、tura羊ヰ(169)、?jaija -M( 1 -①)、wakiti卑*H (19-①)、?wa:

卑o} (160)

可01耳可(132)の「叫」は、「わたり」としての[W]を聞きとったものと解され

る。

23. /o/　対応-ングルは「⊥」。

natoiNヰ旦-%- (26-②)、 ji:to:N lol与(76-④)、 mandoiN ^王-ァー(74-②、

74-③)、kunuttJo:千号盈(29)、JikoijiNスlヱ且O。1 (79-②)、70:ru:且且キ♀(155-

②)、soigwatJi土且ヰ可(9、11)、?und30:盈(11②、 3-②、12-②)、ho:t√a:

主且ヰ-¥ (129-②)、 muno:キ土且(13-①、 13-②)

-ングルには、後舌半狭・半広母音を表わすものとして、円唇の「⊥」と平唇の

「1」とがあるが、今回の用例の中に「1」は見出せず、全て「⊥」である。

24. /u/対応-ングルは「T」。

?ubuN ♀昔(77)、?uttuま・竿(7)、tujiキ:i6D、 du:キ♀ (141)、kundu

子羊(ll)、ma:ntJuせ苓( 1 -①、 1 -②)、tJu:寺♀(56)、kukuru干千手(30-

②)、kumiキロ(80)、?ikiraku -1ヲ1ヰ早(22)、jinagu　ヰ干(6-①、 7)、フuJi

♀ス1 (158)、 ku:辛♀ (19-②)、 ma:su ^lo}手(90)、 m:su ^'手(91)、 FUJU

早舟(55)、 muJiruキス1号(119)、 numuN半音(73-①)、 numiキロI (73-①)、

tJinu:司キ(57)、 JlrusaNノ勺キせ(27-①)、 ju:令♀ (18-②)

-ングルには、後舌狭母音を表わすものとして、平唇の「-」と円唇の「T」と

がある。日本語の/u/は「-」で写されるのが普通で、特に「す」はほとんど例外

なく「と」と表記される。これに対し、沖縄語の/u/相当部分には「T」のみで「-」

は現われない　ma:su nj--l一手(90)、ni:su M-1手(9)に見るように/su/も「手」

である。
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抽象すれば一・二行ですむようなことを延々と述べてきた。実際問題としては、

抽象より、個々の現象を細かに見ていくことが重要だと考えるからである。

(1)具体的には、宜野湾市赤道方言。

(2)詳しくは、多和田罷一郎(1982年8月) 「押紙方言と朝鮮語資料」 『国文学　畢釈

と鑑賞』第47巻9号など参照。

(3) 「ユライ-」 (共食)は、食物を一つの容器(皿など)に盛り、そこから(複数の

人間が)各自取って食べること。
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